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パ
リ
に
お
い
て
国
際
連
盟
理
事
会
が

一
九
三
二

年
十

一
月
十
六
日
再
開
さ
れ
た
。
乙
の
理
事
会
が
九
月
十
八
日
以
来
の
日
本
軍
の
中
国

日
本
の
芳
沢
（
謙
士
口）
代
表
ら
も
認
識
し
て
い

東
北
地
方
（
満
州
）
に
お
け
る
軍
事
行
動
を
解
決
す
る
最
後
の
機
会
に
な
る
こ
と
は
、

た
。
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
の
十
月
二
十
四
日
の
理
事
会
に
は
、
日
本
軍
が
満
鉄
付
属
地
へ
十
一

月
十
六
日
ま
で
に
撤
退
す
る
決
議
案
が
提
出
主

れ
、
日
本
の
み
の
反
対
で
否
決
さ
れ
た。

し
か
し
、
日
本
を
の
ぞ
く
十
三
筒
園
、
全
理
事
国
が
期
限
付
撤
兵
決
議
に
賛
成
し
た
こ
と
は
、

日
本
の
国
際
的
立
場
が
孤
立
化
し
て
い
る
こ
と
を
す
く
な
く
と
も
表
徴
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
決
議
案
は
否
決
さ
れ
た
と
は
い
え
、
列
国

が
日
本
軍
の
動
向
を
注
視
し
て
い
る
と
き
、
関
東
軍
は
撒
江
鉄
道
橋
梁
の
修
理
に
籍
口
し
て
北
上
し
、
理
事
会
再
開
後
の
十
九
日
、

黒
龍

領（白井）

チ
チ
ハ
ル
占
領
に
よ
っ
て
、

関
東
軍
は
溶
陽
（
奉
天
）、

吉

江
省
の
省
政
府
所
在
地
で
あ
る
チ
チ
ハ
ル
に
突
入
占
領
す
る
に
い
た
っ
た
。

林
と
と
も
に
東
三
省
の
全
省
政
府
所
在
地
を
支
配
下
に
置
い
た
。

参
謀
本
部
は
、
関
東
軍
の
チ
チ
ハ

ル
突
入
を
認
め
た
が
、

チ
チ
ハ
ル
を
北
満
州
支
配
の
根
拠
地
と
す
る
こ
と
に
は
反
対
で
あ
っ
た
。
金

谷
（
範
一
二
）
参
謀
総
長
は
十
一
月
二
十
四
日
「
一
、
既
定
の
方
策
に
準
拠
し
斉
々
恰
爾
附
近
に
は
歩
兵

一
連
隊
内
外
を
基
幹
と
す
る
兵
力

を
残
置
し
師
団
司
令
部
以
下
主
力
は
爾
他
の
情
勢
を
顧
慮
せ
ず
速
に
之
を
予
て
所
命
の
地
域
に
撤
収
す
る
如
く
直
に
之
が
行
動
を
採
る
へ
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し、

二
、
前
項
残
置
す
る
部
隊
も
概
ね
二
週
間
以
内
に
撤
収
せ
し
む
る
を
要
む
と
の
命
令
を
関
東
芝
発
し
た
。
そ
し
て
翌
二
十
五

日
、「
国
家
国
軍
の
信
義
及
国
際
大
局
に
鑑
み
貴
軍
は
遅
滞
な
く
竜

一
六
三
号

（筆
者
註
前
電）

指
示
を
服
行
す
へ
い
日
）
と
の
厳
命
を
発
し

乙
の
連
日
の
中
央
か
ら
の
チ
チ

ハ
ル
撤
退
の
督
促
電
を
う
け
て
、
関
東
軍
参
謀
は
激
昂
し
た
。

を
陸
軍
の
信
義
国
際
大
局
に
諸
口
せ
ん
と
す
る
中
央
当
局
の
意
図
諒
解
に
苦
む
」
と
片
倉
（
衷
）

参
謀
は
日
誌
に
誌
し
た
。

本
庄
（
繁
）

－
r

】。

ふ
，
t

「臆
、
徒
に
自
己
の
保
身
を
策
し
之

（史2)360 

関
東
軍
司
令
官
も
辞
職
を
決
意
す
る
ほ
ど
動
揺
し
た
が
、

と
に
か
く
命
令
を
服
行
す
る
こ
と
と
し
て
情
勢
を
検
討
し
た
。

こ
の
微
妙
な
情
勢
下
に
お
い
て
、
十

一
月
二
十
六
日
華
北
天
津
の
日
本
租
界
を
中
心
と
し
て
暴
動
が
お
乙
り
、
時
局
は
急
転
回
す
る
。

天
津
で
は
す
で
に
十
一
月
八
日
、

関
東
軍
か
ら
派
遣
さ
れ
た
土
肥
原
（
賢一一
）
大
佐
の
策
謀
で
暴
動
が
勃
発
、
そ
の
機
に
乗
じ
て
薄
儀

（宣
統
帝）

が
営
口
に
脱
出
し
た
の
で
あ
る
が
、

二
十
六
日
夜
も
、
海
安
寺
の
日
本
兵
営
付
近
に
便
衣
の
中
国
人
暴
徒
数
十
人
が
現
わ

し
、
機
関
銃
は
も
と
よ
り
山
砲
お
よ
び
十
二
セ
ン
チ
砲
ま
で
使
っ

て

「
相
当
過
度
な
る
応
射
」

日
本
の
天
津
駐
屯
軍
は
戦
闘
を
開
始

（桑
島
（
主
計
）
総
領
事
の
報
告
）
を
な
し

れ
、
中
国
保
安
隊
と
衝
突
し
た
。
こ
の
衝
突
の
流
れ
弾
が
兵
営
内
に
落
ち
た
こ
と
を
口
実
と
し
て
、

’」。
ふ
T

，香
椎
（
浩
平
）
天
津
軍
司
令
官
は
翌
二
十
七
日
午
前
十
時
頃
王
樹
常
（
河
北
省
省
長
）
に
た
い
し
、
付

敵
対
行
為
の
即
時
停
止
、

口

中
国
軍
隊
の
列
国
軍
隊
駐
屯
地
よ
り
二
十
支
里
外
へ
の
撤
退
の
確
実
な
る
実
行
、
日

武
装
保
安
隊
の
運
河
以
北
へ
の
撤
退
、
回
河
北
省

排
日
、
侮
日
行
為
の
絶
対
的
取
締
の
五
項
目
を
十
二
時
ま
で
の
期
限
付
で
要
求
し
た
。

王
樹
常
省
長
は、

省
内
軍
隊
の
移
動
停
止
、
回

要
求
の
根
拠
が
な
ん
ら
な
い
第
三
、

四
項
を
除
き
日
本
側
の
要
求
を
承
諾
す
る
旨
回
答
し
た
が
、

ず、

二
十
八
日
早
暁
も
、
機
関
銃
を
ま
じ
え
た
は
げ
し
い
射
撃
戦
が
展
開
さ
れ
た
。
事
態
を
憂
慮
し
た
天
津
市
長
張
学
銘
は
、
二
十
九
日

同
日
午
後
、

香
椎
司
令
官
は
満
足
せ

保
安
隊
を
自
発
的
に
撤
退
さ
せ
る
と
日
本
側
に
通
告
し
事
実
上
要
求
第
三
項
を
も
承
諾
し
た
。

桑
島
天
津
総
領
事
の
推
察
で
は
、
天
津
駐

屯
軍
が
こ
の
暴
動
（
第
二
次
天
津
事
件
）
を
お
乙
し
た
目
的
は
「
事
態
を
拡
大
し
培
兵
の
口
実
を
作
る
と
共
に
、

国
側
正
規
軍
ぞ
挑
発
し
之
と
交
戦
し
一

挙
に
学
良
切
崩
の
端
を
作
ら
ん
」
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

一
部
に
は
之
に
依
り
中



天
津
に
お
い
て
日
中
両
軍
交
戦
の
報
は
、
同
日

（十

一
月
二
十
六
日
）
深
夜
午
後
十
一
時
関
東
軍
に
到
達
し
た
。
二
十
四
日
チ
チ
ハ
ル

撤
退
命
令
受
領
後
、
窮
境
に
立
っ
て
い
た
関
東
軍
司
令
部
は
、
天
津
暴
動
を
機
に
新
た
な
軍
事
行
動
を
展
開
し
よ
う
と
決
意
し
た
。
石
原

（
莞
爾
）
参
謀
は
片
倉
と
と
も
に
三
宅
（
光
治
）
参
謀
長
の
も
と
に
い
た
り
、
錦
州
攻
撃
を
敢
行
し
さ
ら
に
山
海
関
に
前
進
し
て
天
津
軍

の
救
援
を
図
る
乙
と
を
具
申
し
た
。
本
庄
司
令
官
も
こ
れ
を
承
認
し
、

チ
チ
ハ
ル
に
は
二
大
隊
を
残
置
し
、
軍
主
力
を
錦
州
攻
撃
に
集
結

つ
ま
り
チ
チ
ハ
ル
撤
退
を
錦
州
攻
撃
実
施
へ
と
、
軍
を
撤
退
か
ら
転
進
へ
と
振
り
か
え
さ
せ
る
好
機
を
、
天
津
一事

件
は
関
東
軍
に
与
え
た
の
で
あ
る
。
二
十
六
日
の
本
庄
日
記
に
も
「
午
後
十
一
時
頃
支
那
箪
日
本
租
界
攻
撃
の
報
に
接
し
、
直
ち
に
錦
州

攻
撃
着
手
の
命
令
を
発
す
」
（
傍
点
筆
者
）
と
あ
る
。
本
圧
司
令
官
は
二
十
七
日
午
前

一
時
、
「
軍
は
支
那
駐
屯
軍
の
危
急
を
救
ふ
目
的
を

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

以
て
錦
州
附
近
の
敵
を
撃
破
し
成
る
べ
く
速
に
山
海
関
附
近
に
進
出
せ
ん
と
す
」
と
の
命
令
を
発
し
、
ま
ず
奉
天
の
独
立
守
備
歩
兵
第
二

大
隊
に
溝
部
子
に
前
進
を
命
じ
た
。
第
二
大
隊
は
午
前
五
時
三
十
分
装
甲
列
車
を
先
頭
に
奉
天
を
出
発
し
た
。

つ
づ
い
て
軍
は
、
新
に
内

地
か
ら
派
遣
さ
れ
、
奉
天
附
近
に
配
置
さ
れ
た
（
二
十
日
）
ば
か
り
の
混
成
第
四
旅
団
（
鈴
木
美
通
少
将
）
に
八
時
十
分
以
降
北
寧
線

（
北
平
l
奉
天
間
）
に
よ
っ
て
大
凌
河
の
線
に
進
出
を
命
じ
た
。
鄭
家
屯
、
吉
林
、
長
春
方
面
に
集
結
し
た
混
成
第
三
十
九
旅
団
（
嘉
村

達
次
郎
少
将
）
に
は
奉
天
へ
の
前
進
を
、
ま
た
チ
チ
ハ
ル
占
領
の
第
二
師
団
（
多
門
二
郎
中
将
）
に
た
い
し
て
は
、
歩
兵
二
大
隊
を
基
幹

と
す
る
部
隊
を
チ
チ
ハ
ル
に
残
置
し
て
黒
龍
江
省
（
馬
占
山
）
軍
を
警
戒
さ
せ
、
主
力
は
速
に
奉
天
に
向
い
転
進
す
る
よ
う
指
示
が
な
さ

れ
た
。
パ
リ
で
の
連
盟
理
事
会
開
催
中
に
関
東
軍
は
北
満
の
要
衝
チ
チ
ハ
ル
に
つ
い
で
、
張
学
良
政
権
の
南
満
に
お
け
る
最
後
の
拠
点
で

領（白井）

あ
る
錦
州
攻
略
の
実
施
を
計
っ
た
の
で
あ
る
。

関
東
軍
の
遼
河
以
西
地
域
へ
の
転
進
を
み
た
金
谷
参
謀
総
長
は
二
十
七
日
急
速
本
庄
司
令
官
に
「
貴
軍
は
新
任
務
を
与
へ
ら
れ
ざ
る
限

占

り
天
津
軍
救
援
の
た
め
鄭
通
線
（
鄭
家
屯
l
通
遼
筆
者
註
）
以
南
及
鄭
家
屯
附
近
以
南
の
遼
珂
以
西
に
独
断
作
戦
行
動
を
実
行
す
へ
か
ら

す
寸
と
関
東
軍
の
独
断
行
動
を
禁
止
す
る
命
令
を
発
し
、
こ
の
電
報
は
午
前
十
一
時
関
東
軍
に
到
着
し
た
。
つ
い
で
午
後
零
時
三
十
分
、
関

東
軍
に
重
ね
て
参
謀
総
長
か
ら
「
一

、
天
津
方
面
に
対
し
て
は
当
方
に
於
て
之
が
処
置
を
講
じ
つ
つ
あ
り
二

一、
貴
軍
の
錦
州
方
面
に
対
す

361 （史3)
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禁
止
す
、
三
、
軍
の
先
頭
部
隊
（混
成

第
四
旅
団
を
含
む
）
は
厳
に
遼
河
以

東
に
配
置
せ
し
む
る
を
要
す
L

の
命

令
が
到
着
し
た
。
中
央
が
い
か
に
関

東
軍
の
錦
州
攻
撃
、
遼
河
以
西
地
域

へ
の
進
出
を
警
戒
し
そ
の
行
動
を
遼

河
以
東
に
限
定
せ
し
め
ん
と
し
た
か

は
、
こ
の
二
通
の
臨
参
委
命
電
で
判

明
す
る
。
参
謀
本
部
は
、
関
東
軍
が

天
津
事
件
勃
発
を
機
に
、
な
ん
ら
中

央
の
区
署
を
う
け
ず
、
ほ
し
い
ま
ま

に
錦
州
方
面
へ
の
攻
撃
を
開
始
し
た

こ
と
に
き
わ
め
て
強
い
不
満
を
も
っ

た
の
で
あ
る
。

参
謀
総
長
の
屡
次
の
電
報
を
う
け

て
関
東
軍
は
、
と
り
あ
え
ず
混
成
第

四
旅
聞
に
、
溝
靖
子
附
近
の
要
地

（
己
む
を
得
ざ
れ
ば
打
虎
山
附
近
）
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を
占
領
し
敵
の
来
攻
に
備
え
つ
つ
後
命
を
待
つ
よ
う
指
示
し
た
。
溝
郁
子
も
打
虎
山
も
も
と
よ
り
遼
河
以
西
地
域
で
あ
る
。
か
か
る
関
東

軍
の
対
応
を
み
た
参
謀
本
部
は
さ
ら
に
臨
参
委
命
第
八
号
で
、
「当
面
の
状
況
如
何
に
拘
ら
ず
既
に
遼
河
以
西
に
進
出
せ
る
部
隊
を
悉
く

同
河
以
東
に
配
置
す
る
如
く
遅
滞
な
く
実
行
す
へ
い
口
と
指
示
し
た
（
午
後
五
時
三
十
分
到
着）
。
参
謀
本
部
の
関
東
軍
不
信
の
念
は
き

わ
め
て
強
か
っ
た
。

石
原
参
謀
は
、
天
津
軍
の
状
態
は
関
東
軍
の
急
援
を
要
す
る
程
切
迫
し
て
い
な
い
ζ

と
、
軍
の
現
在
の
兵
力
で
は
一
挙
に
錦
州
各
攻
略

す
る
乙
と
は
困
難
で
あ
る
乙
と
（
関
東
軍
は
朝
鮮
軍
の
増
援
を
予
定
し
、
朝
鮮
軍
も
ふ
た
た
び
独
断
増
兵
の
意
図
を
も
っ
て
い
た
が
中
央

か
ら
差
止
め
ら
れ
た
）
な
ど
の
判
断
の
も
と
に
、
此
の
際
は
一
応
撤
退
す
る
の
を
得
策
と
認
め
た
。
午
後
八
時
、
関
東
軍
は
鈴
木
混
成
第

四
旅
団
長
に
、
巨
流
河
守
備
隊
を
残
置
し
て
爾
余
の
諸
隊
を
奉
天
に
帰
還
さ
せ
る
よ
う
撤
退
命
令
を
下
し
た
。
温
成
第
四
旅
団
が
遼
河
以

東
に
撤
退
を
完
了
し
た
の
は
脱
線
事
故
な
ど
の
た
め
二
十
八
日
午
後
十
一
時
頃
と
な

っ
た。

参
謀
本
部
は
と
り
あ
え
ず
二
十
八
日
、
関
東
軍
か
ら

一
筒
大
隊
約
五
百
名
を
天
津
に
増
援
さ
せ
る
こ
と
を
決
定
し
、
増
援
隊
（
混
成
第

三
十
九
旅
団
歩
兵
第
七
十
七
連
隊
第
三
大
隊
）
は
海
路
十
二
月
一

日
天
津
に
到
着
し
た
。
こ
の
よ
う
に
増
援
隊
の
来
津
が
確
定
し
、
ま
た

領（白井）

二
十
九
日
に
は
巾
国
保
安
隊
も
河
北
に
撤
退
し
た
の
で
、

日
本
人
居
留
民
で
組
織
さ
れ
た
義
勇
隊
も
解
散
し
、

事
件
は
い
ち
お
う
落
着
し

た
。
頻
繁
な
事
件
の
勃
発
に
よ
っ
て
生
計
を
脅
か
さ
れ
た
日
本
人
居
留
民
の
聞
で
は
、

暗
躍
し
た
土
肥
原
大
佐
お
よ
び
箪
に
た
い
す
る
不

満
が
漸
次
拾
頭
し
、
軍
の
無
定
見
を
糾
弾
し
よ
う
と
す
る
動
き
も
あ
ら
わ
れ
た
。

二
十
六
日
銀
五
千
円
の
慰
労
金
を
支
給
さ
れ
た
義
勇
隊

の
な
か
に
も
、
軍
に
た
い
し
怨
底
の
声
を
放
つ
も
の
が
あ
る
状
態
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
戒
厳
令
下
で
集
会
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
表
面

化
は
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

占

金
谷
参
謀
総
長
は
折
し
も
奉
天
滞
在
中
の
二
宮
（
治
重
）
参
謀
次
長
に
二
十
八
日
電
報
を
発
し
、
本
圧
軍
司
令
官

・
三
宅
参
謀
長
に
、
関

東
軍
が
中
央
の
統
制
に
服
す
る
誠
意
が
な
い
と
と
を
指
摘
し
て

「其
の
猛
省
を
促
し
奉
勅
命
令
と
何
等
差
異
な
き
御
委
任
命
令
に
対
し
寸

事
も
違
反
の
誹
り
を
受
く
る
如
き
挙
措
繰
り
返
す
こ
と
な
き
を
保
証
せ
し
む
べ
し
刊
と
関
東
軍
を
厳
重
に
問
責
す
る
よ
う
指
示
を
与
え
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た
。
そ
し
て
翌
二
十
九
日
天
津
の
土
肥
原
大
佐
に
召
還
命
令
を
発
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
十
九
日
の
チ
チ
ハ
ル
占
領
以
後
、
独
走

す
る
関
東
軍
に
た
い
し
、
軍
中
央
は
連
盟
理
事
会
開
催
中
の
考
慮
も
あ
っ
て
厳
し
く
そ
の
行
動
を
制
約
し
た
の
で
あ
る
が
、

そ
の
閥
、
錦
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州
に
中
立
地
域
設
定
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
さ
ら
に
紛
糾
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

錦
州
お
よ
び
そ
の
周
辺
に
中
立
地
帯
設
置
の
問
題
が
起
こ
っ

た
の
は
天
津
事
件
（
第
二
次
）
の
直
前
で
あ

っ
た
。
十
一
月
二
十
三
日
外

交
部
長
代
理
に
就
任
し
た
顧
維
鈎
は
翌
二
十
四
日
、
南
京
で
、
フ
－
フ
ン
ス
、

イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
三
国
の
公
使
を
招
き
、

日
本
軍
は
錦

州
に
進
撃
す
る
よ
う
だ
が
、
い
か
な
る
衝
突
も
避
け
る
た
め
、
も
し
日
本
が
錦
州
附
近
の
中
国
軍
の
山
海
関
へ
の
撤
退
ぞ
主
張
す
る
な
ら

ば
、
中
国
は
、
日
本
が
警
察
を
ふ
く
む
中
国
の
該
地
域
に
お
け
行
政
権
を
保
全
し
、
か
っ
そ
の
地
域
に
進
入
し
な
い
と
い
う
満
足
す
べ
き

（叩
）

保
証
を
英
、
仏
、
米
三
固
に
与
え
る
乙
と
を
条
件
と
し
て
、
中
国
軍
隊
を
山
海
関
ま
で
引
揚
げ
る
用
意
が
あ
る
と
発
言
し
た
。

顧
の
意
図

は
、
乙
の
よ
う
な
形
で
の
錦
州
中
立
化
案
の
可
能
性
に
つ
い
て
三
国
政
府
を
打
診
す
る
に
あ
っ
た
。

一
方
、

パ
リ
で
も
中
国
の
連
盟
代
表
施
肇
基
は
理
事
会
に
た
い
し
、
日
本
軍
が
約
束
に
反
し
錦
州
に
向
け
兵
力
＋
句
集
巾
し
つ
つ
あ
る
旨

英、

宇
佐
告
げ
、
理
事
会
が
両
軍
現
在
の
駐
屯
地
の
聞
に
中
立
地
帯
を
設
け
、

イム

伊
そ
の
他
中
立
国
の
派
遣
軍
を
し
て
同
地
帯
を
占
領

さ
せ
る
よ
う
直
に
必
要
な
措
置
を
と
る
な
ら
ば
、
中
国
は
そ
の
兵
力
を
関
内
に
撤
退
す
る
用
意
が
あ
る
と
二
十
六
日
ド
ラ
モ
ン
ド

（開・

ロ
E
日
B
。
ロ
仏
）
事
務
総
長
を
通
じ
て
提
案
し
た
。
南
京
に
お
け
る
顧
の
三
国
公
使
へ

の
談
話
と
、
施
の
対
連
盟
通
告
と
の
聞
に
は
若
干
の

差
違
が
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
等
第
三
国
の
強
力
な
保
障
を
条
件
と
し
て
、

中
国
軍
は
日
本
軍
と
の
衝
突
を
回
避
す

る
た
め
関
内
へ
撤
退
す
る
用
意
が
あ
る
と
い
う
趣
旨
で
あ
る。

こ
れ
は
日
本
軍
の
錦
州
占
領
を
阻
止
す
る
と
と
も
に
、
第
三
岡
の
実
質
的

な
介
入
を
誘
導
し
よ
う
と
す
る
方
策
で
あ

っ
た
。

幣
原
（
喜
重
郎
）
外
相
の
も
と
に
は
、
二
十
六
日
マ
ル
テ
ル
（
U但
B

－g
号
呂
田
三
巴
）
仏
大
使
が
訪
ね、

顧
維
鈎
の
談
話
の
要
旨
を
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伝
え
た
。
幣
原
は
直
ち
に
顧
の
云
う
中
国
軍
の
関
内
撤
退
と
い
う
構
想
を
利
用
し
よ
う
と
し
た
。
翌
二
十
七
日
、
幣
原
は
、
中
国
が
す
べ

て
の
軍
隊
を
錦
州
お
よ
び
そ
の
周
辺
か
ら
山
海
関
以
西
に
撤
退
し
、
錦
州
・
山
海
関
聞
に
は
行
政
組
織
（
警
察
を
含
む
）
だ
け
を
存
置
す
る

日
本
は
華
北
に
お
い
て
日
本
人
の
生
命
財
産
が
侵
さ
れ
、
天
津
駐
屯
日
本
軍
が
危
胎
に
瀕
す
る
よ
う
な
突
発
事
件
が
お
き
な
い

か
ぎ
り
、
中
国
軍
の
撤
退
地
域
に
は
進
入
し
な
い
と
マ

ル
テ
ル
仏
大
使
に
回
答
し
た
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
幣
原
の
回
答
に
は
、

な
ら
ば
、

中
国
側
が
撤
兵
の
前
提
条
件
と
し
て
明
確
に
し
て
い
る
第
三
国
に
よ
る
な
ん
ら
か
の
形
で
の
保
障
の
問
題
に
つ
い
て
、
な
に
も
触
れ
ら
れ

て
い
な
い
点
で
あ
る
。

乙
の
よ
う
な
日
本
に
の
み
有
利
な
一
方
的
な
解
決
方
策
を
中
国
あ
る
い
は
連
盟
理
事
会
が
承
認
す
る
筈
は
な
か
っ

，
－
守
〉
、

今
l
ド
よ
川
N

し
か
し
、
幣
原
は
錦
州
に
向
っ
て
い
た
関
東
軍
が
二
十
七
日
夜
か
ら
二
十
八
日
に
か
け
て
撤
退
を
開
始
し
た
と
い
う
事
態
を
ふ
ま

え
て
、
積
極
的
に
南
京
国
民
政
府
あ
る
い
は
北
平
の
張
学
良
に
た
い
し
中
国
軍
関
内
撤
退
の
交
渉
を
開
始
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る。

ワ
シ
ン
ト
ン
で
は
、
日
本
軍
が
チ
チ
ハ
ル
か
ら
撤
退
す
る
か
、
ま
た
錦
州
へ

の
進
撃
を
実
施
す
る
か
注
目
し
て
い
た
が
、
十
一

月
二
十

四
日
、
幣
原
外
相
は
フ
ォ

l
ブ
ス

（巧・ゎ・

明日
σ
2）米
大
使
に
、
若
槻

（
礼
次
郎
）

首
相
、
南
（
次
郎
）
陸
相
、
金
谷
参
謀
総
長
は
い

ず
れ
も
錦
州
へ
の
軍
事
行
動
に
は
反
対
で
あ
り
、
そ
の
旨
の
命
令
は
す
で
に
発
せ
ら
れ
た
、
ま
た
チ
チ
ハ
ル
に
残
留
す
る
日
本
軍
は
死
傷

者
を
世
話
す
る
た
め
で
な
ん
ら
政
治
的
重
要
性
を
も
つ
も
の
で
な
い
等
と
談
話
し
時
。
ス
チ
ム
ソ
ン

（出
・
「

ω片山
5
8ロ）
国
務
長
官
は

こ
の
幣
原
の
フ

ォ
l
ブ
ス
へ

の
言
明
を
重
視
し
た
。

領 （白井）

彼
は
、
幣
原
外
相
か
ら
日
本
は
錦
州
に
軍
事
行
動
を
お
こ
・3
な
い
と
い
う
保
証
を
得
た
の
で
、
中
国
側
に
、
錦
州
付
近
の
兵
力
を
山
海

関
以
南
に
撤
退
さ
せ
武
力
衝
突
を
回
避
す
る
こ
と
を
勧
告
す
る
よ
う
ジ

ョ
ン
ソ
ン
（

Z
・吋・

】。｝
H

ロ由。ロ
）
公
使
に
指
示
を
与
え
た
。
ユノ
ヨ

レ
白

ン
ソ
ン
公
使
は
二
十
六
日
顧
外
交
部
長
代
理
に
ス
チ
ム

ソ
ン
の
意
図
を
伝
え
た
が
、
顧
は
錦
州
か
ら
の
軍
隊
引
揚
は
世
論
と
く
に
蒋
介
石

の
北
上
、

失
地
の
回
復
を
要
求
し
て
南
京
に
集
中
し
つ
つ
あ
る
学
生
の
動
向
に
鑑
み
困
難
で
あ
る
と
答
え
た
。
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十
一

月
二
十
六
日
、
ス
チ
ム
ソ
ン
は
久
し
振
り
に
静
か
な
夜
を
夫
人
と
と
も
に
迎
え
る
筈
で
あ
っ
た
が
、
不
幸
に
も
日
本
軍
が
錦
州
へ

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



進
撃
す
る
危
険
性
が
た
か
ま
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
パ
リ
か
ら
の
電
報
が
入
っ
た
。
幣
原
外
相
の
み
で
な
く
、
南
陸
相
や
金
谷
参
謀
総
長
も

さ
せ
た
。
翌
二
十
七
日
早
朝
、
彼
は
日
本
の
不
誠
実
を
明
ら
か
に
さ
せ
る
よ
う
フ
ォ

l
ブ
ス
に
指
示
す
る
電
報
を
起
草
し
た
。
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錦
州
進
撃
は
し
な
い
と
確
約
し
た
ば
か
り
な
の
に
錦
州
攻
撃
を
実
行
し
よ
う
と
す
る
日
本
の
背
信
は
ス
チ
ム
ソ
ン
に
眠
り
難
い
一
夜
を
過

ン
に
質
問
を
浴
び
せ
た
。

同
日
（
二
十
七
日
）
午
後
、
記
者
会
見
が
行
な
わ
れ
た
。
日
本
軍
の
錦
州
攻
撃
開
始
の

ニ
ュ
ー
ス
に
昂
奮
し
た
記
者
た
ち
は
、
ス
チ
ム
ソ

ス
チ
ム
ソ
ン
は
、
日
本
の
幣
原
外
相
か
ら
、
陸
相
、

参
謀
総
長
も
一
致
し
て
い
る
と
し
て
錦
州
に
進
撃
し
な
い
と

の
保
証
を
得
て
い
る
の
で
、
こ
の
報
道
を
信
ず
る
乙
と
は
到
底
出
来
な
い
と
記
者
た
ち
に
語
っ
た
。

ス
チ
ム
ソ
ン
は
暴
走
し
て
い
る
日
本

の
陸
軍
が
世
論
の
支
持
を
期
待
し
て
政
府
を
顧
復
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
憂
慮
し
た
。
夕
刻
フ
l
パ
l
（戸

図
。
。
〈
巾
円
）

大
統
領
に
会
っ
た
ス
チ
ム
ソ
ン
は
対
日
制
裁
措
置
の
実
施
に
つ
い
て
種
々
の
角
度
か
ら
大
統
領
に
示
唆
し
た
。
日
本
は
制
裁
措
置
に
よ
っ

て
き
わ
め
て
短
期
間
で
屈
伏
す
る
こ
と
、
日
本
の
軍
国
主
義
者
は
「
世
論
」
の
制
裁
な
ど
で
は
苦
痛
を
感
じ
な
い
乙
と
な
ど
を
ス
チ
ム

ソ

ン
は
告
げ
た
。
し
か
し
、
制
裁
措
置
は
と
ら
な
い
と
し
ば
し
ば
言
明
し
て
い
た
大
統
領
と
し
て
は
、
態
度
を
変
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ

っ

た
。
夜
遅
く
ス
チ
ム
ソ
ン
は
、
錦
州
へ
進
撃
中
の
日
本
軍
が
停
止
し
た
と
の
報
道
を
得
て
、
日
本
政
府
が
軍
へ
の
統
制
力
を
回
復
し
た
か

と
漸
く
愁
眉
を
聞
い
た
の
で
あ
る
。

二
十
八
日
、

フ
ォ
l
ブ
ス
大
使
が
幣
原
を
訪
づ
れ
る
と
、
幣
原
は
錦
州
に
対
す
る
日
本
政
府
の
態
度
は
変
っ
て
居
ら
ず
、
匪
賊
討
伐
の

た
め
出
動
し
た
日
本
軍
は
奉
天
に
帰
っ

た
と
伝
え
た
の
ち
、
ス
チ
ム
ソ
ン
が
記
者
に
話
し
た
談
話
の
内
容
が
日
本
新
聞
に
報
道
さ
れ
、
彼

が
き
わ
め
て
窮
境
に
た
た
さ
れ
て
い
る
乙
と
を
フ
ォ
l
ブ
ス
に
訴
え
た
。

つ
ま
り
新
聞
報
道
に
よ
れ
ば
、

ス
チ
ム
ソ
ン
は
幣
原
が
フ
ォ
l

ブ
ス
に
秘
，
密
と
し
て
伝
え
た
、
陸
相
、
参
謀
総
長
も
錦
州
に
進
撃
し
な
い
こ
と
に

一
致
し
て
い
る
と
い
う
事
実
を
発
表
し
、

ま
た
幣
原
が

満
州
に
お
け
る
日
本
軍
の
行
動
に
つ
い
て
遺
憾
の
意
を
表
し
た
と
も
談
話
し
た
乙
と
に
よ
っ
て
、
幣
原
は
軍
部
か
ら
き
び
し
い
非
難
、
攻

撃
を
受
け
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
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同
時
に
幣
原
が
警
戒
し
た
の
は
、

二
十
六
日
マ
ル
テ
ル
仏
大
使
か
ら
伝
え
ら
れ
た
顧
維
鈎
の
中
立
地
域
設
定
の
提
議
に
関
し
、
中
国
側

が
、
錦
州
に
進
撃
し
な
い
と
い
う
日
本
の
方
針
が
確
定
し
た
上
ス
チ
ム
ソ
ン
に
伝
え
ら
れ
た
と
判
断
し
、
新
た
な
不
合
理
な
要
求
を
提
出

す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。

外
務
省
の
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
（
白
鳥
敏
夫
情
報
部
長
）
は
同
日

（
二
十
八
日
）
ス
チ
ム
ソ
ン
の
記
者
団
へ
の
談
話
に
関
し
、
無
根
の
事

実
に
基
づ
き
日
本
政
府
の
処
置
を
故
意

F語
い
た
る
も
の
と
痛
烈
に
批
判
し
た
。
白
鳥
は
ス
チ
ム

ソ
ン
の
ご
と
き
「
責
任
の
地
位
に
あ
る

人
が
か
か
る
常
軌
を
逸
脱
せ
る
行
動
に
出
で
た
る
こ
と
は
外
交
上
由
々
し
き
『
重
大
な
る
結
果
』
を
招
来
す
る
」

と
最
大
限
の
形
容
を
用

い
て
非
難
し
た
。
白
鳥
は
外
務
省
内
に
お
い
て
も
っ
と
軍
部
に
近
い
「
革
新
派
」

で
あ
っ
た
が
、
新
聞
に
報
道
さ
れ
た
λ

チ
ム
ソ
ン
談
話

の
ど
こ
が
彼
に
刺
激
的
で
あ
っ
た
か
、
ま
ず
第
一
に
彼
は
、
日
本
軍
が
満
鉄
沿
線
か
ら
離
れ
た
都
市
を
攻
略
す
る
た
び
に
、
日
本
政
府
は

遺
憾
の
意
を
表
し
、
今
後
こ
れ
を
繰
返
さ
な
い
乙
と
を
表
明
し
た
と
い
う
談
話
の

－
節
を
と
り
あ
げ
、
日
本
の
満
州
に
お
け
る
軍
事
行
動

は
正
義
に
基
づ
く
純
然
た
る
自
衛
権
の
発
動
で
あ
り
、
乙
の
点
に
関
し
遺
憾
の
意
を
表
す
る
こ
と
な
ど
は
あ
り
得
な
い
と
反
駁
し
た
。
第

二
に
ス
チ
ム
ソ
ン
が
満
州
事
変
に
つ
い
て
「
最
初
米
国
政
府
当
局
は
政
府
の
完
全
な
る
統
制
の
下
に
置
か
れ
ざ
る
軍
部
が
単
に
狂
乱
に
陥

っ
た
も
の
で
あ
る
と
の
印
象
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
が
：
：
：
」
と
日
本
軍
部
を
狂
乱
に
陥
っ

た
と
表
現
し
た
乙
と
、
ま
た
政
府
の
統
制
に

服
し
て
な
い
と
判
断
し
た
こ
と
な
ど
に
も
強
い
批
判
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

陸
軍
当
局
、
南
陸
相
江
ど
が
ス
チ
ム
ソ
ン
談
話
に
も
っ
と
も
反
捜
し
た
の
は
、

自
衛
権
の
発
動
、

あ
る
い
は
統
帥
権
に
つ
い
て
は
、
国

領（白井）

内
的
に
も
国
外
的
に
も
、
な
に
も
の
の
干
渉
も
許
さ
な
い
と
い
う
軍
の
立
場
を
、
幣
原
、

ス
チ
ム
ソ
ン
が
侵
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う

点
で
あ
っ
た
。
折
し
も
関
東
軍
は
参
謀
本
部
の
厳
命
に
従
い
錦
州
へ
の
進
撃
を
中
止
し
、
奉
天
に
撤
退
し
つ
つ
あ
る
時
で
あ
っ
た
。

杉
山

占

（
元
）
陸
軍
次
官
が
、
関
東
軍
に
二
十
八
日
「
米
国
国
務
長
官
が
新
聞
記
者
に
た
い
し
、

日
本
政
府
な
ら
び
に
陸
軍
の
行
為
に
つ
い
て
外

交
的
慣
例
を
超
越
す
る
よ
う
な
激
越
か
っ
不
遜
な
言
辞
を
弄
し
た
が
、
我
が
方
は
そ
の
非
礼
を
糾
弾
す
る
方
法
を
採
り
つ
つ
あ
る
と
伝
え

と
く
に

「
尚
満
州
方
面
に
於
け
る
我
が
政
府
の
態
度
等
は
全
然
帝
国
独
自
の
見
地
に
於
て
行
は
れ
あ
る
も
の
に
し
て
断
じ
て
之
等

367 （史9)
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外
国
の
作
用
を
受
け
あ
る
も
の
に
あ
ら
す
L

と
発
電
し
た
の
は
、
関
東
軍
へ
の
撤
退
命
令
が
ア
メ
リ
カ
の
干
渉
に
よ
る
も
の
と
の
誤
解
を

生
ず
る
ζ

と
を
恐
れ
る
た
め
で
あ
っ
た
。
ス
チ
ム
ソ
ン
に
対
す
る
批
判
は
、
実
は
幣
原
外
相
へ
の
非
難
を
内
包
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

は
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
。
す
な
わ
ち
、
幣
原
外
相
を
軍
機
を
洩
し
た
と
し
て
批
判
さ
れ
、
さ
ら
に
参
謀
総
長
の
統
帥
事
項
漏
洩
事
件
と

（史10)368 

し
て
、
金
谷
参
謀
総
長
自
体
も
糾
弾
の
対
象
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

幣
原
外
相
は
同
日
（
二
十
八
日
）

A
P電
に
よ
る
ス
チ
ム
ソ
ン
談
話
の
内
容
は
信
用
し
得
な
い
と
発
表
し
、
ま
た
翌
二
十
九
日
フ
ォ
l

ブ
ス
大
使
に
白
鳥
情
報
部
長
の
発
表
は
関
知
す
る
と
こ
ろ
で
な
く
、
ま
た
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
自
分
の
見
解
を
代
表
す
る
も
の
で
も
伝
い
と

釈
明
し
た
が
、
軍
の
み
な
ら
ず
外
務
省
自
体
内
部
の
統
制
が
弛
緩
し
つ
つ
あ
っ
た
乙
と
を
、

こ
の
白
鳥
情
報
部
長
の
行
動
は
一
部
す
も
の
で

あ
っ
た
。

軍
側
は
錦
州
方
面
に
中
立
地
域
を
設
定
す
る
と
い
う
問
題
に
ど
の
よ
う
な
反
応
を
み
せ
た
か
。
関
東
軍
は
、
中
国
が
関
内
か
ら
撤
兵
す

る
が
、

錦
州
方
面
よ
り
山
海
関
ま
で
の
地
域
の
行
政
権
（
警
察
を
ふ
く
む
）
を
維
持
す
る
こ
と
に
反
対
で
あ
っ
た
。

「
若
此
政
権
を
南
京

政
府
又
は
旧
東
北
政
権
若
は
新
平
津
政
権
（
張
学
良
政
権
を
指
す
筆
者
註
）
に
認
め
し
む
る
見
解
な
る
時
は
、

確
と
な
れ
る
奉
天
省
の

一
角
を
分
割
す
る
の
形
勢
を
馴
致
国
軍
の
企
図
す
る
最
少
限
の
満
蒙
新
政
権
の
樹
立
に
す
ら
将
来
の
為
多
大
の
禍

歴
史
的
地
理
的
関
係
よ
り
明

根
を
貼
す
恐
れ
甚
大
な
り
」
と
い
う
の
が
関
東
軍
の
反
対
の
理
由
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
も
し
中
良
地
帝
を
設
定
す
る
必
要
が
あ
る
な
ら

ば
、
す
く
な
く
と
も
、
山
海
関
以
西
深
河
に
い
た
る
聞
を
つ
平
津
禍
乱
に
際
し
て
は
之
を
例
外
と
す
る
条
件
」
で
日
中
直
接
交
渉
に
よ
っ

て
解
決
す
る
必
要
が
あ
る
と
上
申
し
た
。

乙
の
関
東
軍
の
具
申
に
た
い
す
る
参
謀
本
部
の
十
二
月
四
日
の
電
報
は
、
き
わ
め
て
特
徴
あ
る
内
容
を
も
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
錦

州
・
山
海
関
聞
の
中
国
軍
撤
退
後
の
行
政
権
は
、
日
本
側
が
育
成
し
た
新
奉
天
政
権
に
帰
属
さ
せ
た
い
が
、
今
中
国
軍
撤
退
の
交
渉
条
件
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と
し
て
ζ

れ
を
露
骨
に
提
一ぶ
か
っ
要
求
す
る
の
は
、
九
箇
国
条
約
に
抵
触
す
る
口
実
を

中
国
側
に
与
え
、
国
際
関
係
上
面
白
く
な
い
の

で
、
表
面
の
交
渉
条
件
と
し
て
は
漠
然
と
単
に
「
奉
天
省
の
地
方
行
政
機
関
」
と
い
う
名
称
を
用
い
、

そ
の
帰
属
を
表
市
論
議
せ
ず
、
先

方
が
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
と
も
、
当
方
に
お
い
て
は
関
東
軍
意
見
の
ご
と
く
解
釈
し
実
行
す
る
こ
と
を
得
策
と
認
め
、
此
の
方

針
で
部
外
と
の
交
渉
を
纏
め
る
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
ま
っ
た
く
「
偽
臓
」
と
称
し
て
や
注
文
え
な
い
方
針
で
あ
っ
た
。

た
し
か
に
十
二
月
五
日
（
推
定
）
陸
軍
と
外
務
省
の
聞
に

一
致
し
た

「
交
渉
条
件
」
に
は、

（

お

）

域
に
は
奉
天
省
の
県
行
政
機
関
（
地
方
警
察
を
含
む
）
を
執
務
せ
し
む
る
に
止
め
・

L

（
傍
点
筆
者
）
と
陵
昧
な
る
表
現
を
用
い
て
あ

「一

、
山
海
関
附
近
長
城
の
線
以
東
の
地

る
が
、

こ
れ
に
対
す
る
軍
部
の
解
釈
は
中
国
側
提
案
の
趣
旨
は
も
と
よ
り
、
幣
原
外
相
の
回
答
の
線
と
ま

っ
た
く
背
致
す
る
も
の
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
の
交
渉
条
件
は
、
同
時
に
巾
立
地
域
の
東
部
線
を
小
凌
河
と
定
め
、
か
つ
華
北
方
面
で
緊
急
重
大
な
事
件
が
発
生
し
た

場
合
は
、
日
本
軍
が
小
凌
河
以
西
の
地
域
を
通
過
す
る
権
利
を
認
め
さ
せ
る
な
ど
重
要
な
内
容
を
も
っ
て
い
た
。

十
一
月
二
十
九
日
、
上
海
か
ら
場
子
江
を
湖
航
し
て
南
京
に
赴
い
た
重
光
（
葵）

公
使
は
、
十
二
月
二
日、

顧
維
鈎
外
交
部
長
と
会
談

し
た
。
重
光
は
顧
に
、
錦
州
付
近
に
向
っ
た
日
本
軍
は
全
部
引
揚
げ
た
が
、
こ
れ
は
顧
維
鈎
の
提
案
と
信
ぜ
ら
れ
た
も
の
を
承
認
し
た
結

果
で
あ
っ
て
、

こ
の
誠
意
の
表
示
は
、
中
国
側
に
な
さ
れ
た
意
義
深
い
ガ
ラ
ン
テ
ィ
で
あ
り、

第
三
者
で
あ
る
他
国
に
対
し
な
さ
れ
る
も

の
よ
り
遥
か
に
強
い
意
義
を
も
つ
こ
と
を
伝
え
、
中
国
側
も
誠
意
を
示
し
て
速
に
問
題
の
地
点
よ
り
軍
隊
を
撤
退
す
る
よ
う
勧
告
し
た
。

翌
三
日
も
長
時
聞
に
わ
た
っ
て
重
光
・

顧
会
談
が
継
続
さ
れ
た
が
、
重
光
は
日
本
軍
の
撤
退
は
、
時
期
切
迫
の
際
、
中
国
の
撤
兵
を
見
越

領（白井）

し
、
顧
の
提
案
を
承
認
す
る
意
志
よ
り
行
な
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら、

も
し
こ
の
計
阿
が
失
敗
し
た
な
ら
ば
、
日
本
軍
部
は
ま

っ
た
く
欺

（
川
出
）

ひ
か
れ
た
と
の
感
を
受
け
る
で
あ
ろ
う
と
警
告
し
た
。

占

若
干
経
過
を
整
理
し
て
み
る
と
、

マ
ル
テ
ル
仏
大
使
の
幣
原
へ
の
中
立
地
帯
設
置
に
関
す
る
提
案
は
二
十
六
日
に
な
さ
れ
、

そ
の
日
、

夜
天
津
暴
動
が
勃
発
、
関
東
軍
は
錦
州
方
面
へ
の
軍
事
行
動
を
開
始
し
た
。
翌
二
十
七
日
幣
原
は
マ
ル
テ
ル
大
使
に
提
案
の
受
諾

（
も
ち

369 （史11)
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錦
ろ
ん
中
国
側
提
案
の
趣
旨
と
は
大
き
な
誤
差
が
あ
っ
た
）
を
通
告
し、

一
方
、

同
日
参
謀
総
長
か
ら
き
び
し
い
錦
州
進
撃
中
止
命
令
が
関
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東
軍
に
伝
え
ら
れ
、
撤
退
が
実
行
さ
れ
た
の
は
事
実
で
あ
っ
た
。

し
か
し
中
国
側
か
ら
見
れ
ば
、
日
本
の
中
立
地
帯
構
想
は
中
国
の
意
図

（史12)370 

と
は
第
三
国
に
よ
る
保
証
と
い
う
重
大
な
点
で
一
致
し
て
お
ら
ず
、
日
本
軍
撤
退
の
責
任
を
中
国
が
負
う
必
要
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
。

し
か
も
最
初
に
顧
維
鈎
が
英
・
仏
・
米
三
国
公
使
に
な
し
た
中
立
地
域
に
関
す
る
談
話
の
目
的
は
、
各
政
府
の
意
向
を
打
診
す
る
に
あ
っ

た
の
で
あ
り
、
も
し
三
国
に
よ
る
保
証
が
可
能
な
場
合
は
、
正
式
提
案
を
す
る
と
い
う
趣
旨
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

幣
原
外
相
は
十
二
月
三
日
、
北
平
の
矢
野
（
真
）
参
事
官
に
も
張
学
良
と
の
交
渉
を
促
進
す
る
こ
と
を
命
じ
た
。
す
な
わ
ち
、
錦
州
及
其

以
西
の
全
軍
隊
を
山
海
関
以
西
に
撤
退
さ
せ
、
錦
州
よ
り
山
海
関
に
い
た
る
地
域
に
は
そ
の
地
方
の
県
行
政
機
関
を
執
務
さ
せ
る
の
み
と

し
、
中
国
側
が
こ
の
撤
退
を
実
行
す
れ
ば
、
日
本
軍
は
緊
急
重
大
な
事
件
が
発
主
し
な
い
か
ぎ
り
、
小
凌
河
以
西
に
は
進
出
し
な
い
と
い

う
の
が
、
幣
原
の
交
渉
条
件
で
あ
っ
た
。
四
日
、
矢
野
参
事
官
は
、
張
学
良
を
訪
問
、
張
学
良
軍
の
関
内
撤
退
を
勧
告
し
た
。
し
か
し
学
良

自
分
は
東
三
省
全
部
を
失
う
こ
と
と
も
な
ら
ば
、

よ
り
は
国
賊
扱
い
を
受
け
自
分
の
立
場
全
然
無
き
に
非
ず
や
」
と
反
捜
し
た
。

は
、
「
此
の
際
一
方
的
に
貴
方
が
利
益
の
み
を
得
、

貴
方
よ
り
は
敵
視
せ
ら
れ
、
国
民

錦
州
中
立
問
題
が
お
こ
る
と
同
時
に
、
中
国
の
世
論
は
激
化
し
、

十
一
月
下
旬
、
上
海
、
蘇
州
、
杭
州
、
無
錫
、
鎮
江
な
ど
か
ら
南
京
に
集
結
し
た
学
生
は
一
万
に
達
し
、

乙
と
に
各
地
の
学
生
は
一
斉
に
強
硬
な
反
対
運
動
を
展
開
し
た
。

島
、
武
漢
な
ど
遠
隔
の
地
か
ら
も
数
百
の
団
体
が
上
京
し
つ
つ
あ
っ
た
。

そ
の
ほ
か
北
平
、

乙
と
に
北
平
の
学
生
団
は
す
で
に
千
余
人
を
上
京
さ
せ
た
が
、

さ
ら
に
約
千
名
の
学
生
が
津
浦
線
停
車
場
に
集
合
し
て
、
南
京
へ
の
輸
送
を
強
要
し
、
汽
車
の
運
行
を
社
絶
さ
せ
て
い
た
。
こ
れ
ら
学
生

た
ち
は
、
学
生
へ
の
武
器
貸
与
、
軍
事
訓
練
実
施
の
ほ
か
、
蒋
介
石
の
北
上
、
対
日
戦
布
告
、
張
学
良
に
東
北
の
失
地
回
復
の
命
令
発
出

天
津
、
青

な
ど
数
項
目
を
国
民
政
府
に
要
求
し
て
い
た
。

パ
リ
の
国
際
連
盟
の
首
脳
部
に
と
っ
て
、
中
立
地
域
の
一
方
の
境
界
が
山
海
関
に
な
る
こ
と
は
明
白
で
あ
っ
た
。
し
か
し
東
部
の
境
界

を
日
本
が
ど
乙
に
設
定
す
る
か
に
強
い
関
心
を
も
っ
て
い
た
。
セ
シ
ル
（
わ

2
5
英
代
表
は
、
松
平
（
恒
雄
）
代
表
に
、
十
二
月
三
日
の

理
事
会
に
於
て
も
施
肇
基
に
日
中
両
軍
の
衝
突
を
防
止
す
る
た
め
撤
兵
を
慾
憩
し
た
が
、
日
本
は
中
立
地
域
の
東
部
の
限
界
を
ど
こ
に
設
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定
す
る
の
か
と
質
問
し
た
。
松
平
は
撤
退
区
域
は
当
事
国
聞
の
交
渉
に
委
す
べ
き
だ
と
主
張
し
た
が
、
セ
シ
ル
は
例
え
ば
遼
河
の
線
と
か

大
体
の
線
を
知
る
こ
と
を
強
く
望
ん
だ
。
松
平
の
請
訓
に
た
い
し
、
幣
原
外
相
は
六
日
の
訓
令
で
、
撤
兵
区
域
の
東
端
は
小
凌
河
と
す
る

こ
と
を
内
示
し
た
。
小
凌
河
は
錦
州
市
を
貫
流
し
て
い
る
珂
で
、
錦
州
市
街
の
約
三
分
の
こ
は
同
河
の
左
岸
、
三
分
の
一
は
そ
の
右
岸
に

あ
る
の
で
、
錦
州
市
の
三
分
の

一
が
中
立
地
階
に
入
る
わ
け
で
あ
る
。
芳
沢
代
表
は
七
日
ブ
リ
ア
ン
議
長
に
、
撤
兵
地
域
の
東
端
を
小
凌

珂
と
定
め
る
意
郷
闘
を
極
秘
の
情
報
と
し
て
伝
え
た
。

日
本
が
小
凌
河
を
中
立
地
帯
の
東
端
と
し
た
ζ

と
に
連
盟
首
脳
は
い
た
く
失
望
し
た
。
ド
ラ
モ

ン
ド
一
事
務
総
長
は、

杉
村
（
陽
太
郎
）

公
使
に
、
連
盟
理
事
会
首
脳
部
が
安
心
し
て
中
国
側
に
圧
迫
を
加
え
て
撤
兵
地
域
の
設
定
を
助
成
す
る
た
め
に
は
、
例
中
立
地
域
の
東
方

境
界
線
を
錦
州
よ
り
少
な
く
と
も
相
当
距
離
以
東
に
劃
す
る
乙
と

（ド
ラ
モ
ン
ド
に
よ
れ
ば
大
凌
河
な
ら
何
人
も
依
存
が
な
い
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
大
凌
河
は
小
凌
河
よ
り
東
、
遼
河
の
西
に
位
置
す
る
）
伽
日
本
軍
隊
の
駐
屯
地
は
成
る
べ

く
満
鉄
沿
線
に
限
り
、
馬
賊
討
伐

の
た
め
、
己
む
を
得
ず
一
時
的
に
西
方
に
進
出
す
る
場
合
の
外
は
錦
州
地
方
に
た
い
し
脅
威
と
な
る
よ
う
な
行
動
を
と
ら
な
い
乙
と
、

（お
）

二
点
が
必
要
で
あ
る
と
強
調
し
た
。

ブ
リ
ア
ン
も
小
凌
河
の
線
に
は
き
わ
め
て
不
満
で
、

の

マ
ル
テ
ル
大
使
を
通
じ
、
直
接
幣
原
外
相
に
注

意
を
喚
起
事
せ
た
の
で
あ
る
。

ワ
シ
ン
ト
ン
で
は
出
淵
大
使
は
十
二
月
七
日
ス
チ
ム
ソ
ン
を
訪
問
、
中
国
が
日
本
軍
が
撤
退
し
た
ら
中
立
地
域
か
ら
撤
退
す
る
と
約
束

し
、
日
本
軍
が
約
束
に
遵
い
撤
退
し
た
の
ち
、
背
約
し
て
撤
退
を
拒
否
し
た
た
め
、
幣
原
外
相
の
立
場
が
困
難
と
な
っ
た
こ
と
を
訴
え
、

領（白井）

錦
州
進
撃
再
開
の
可
能
性
を
示
唆
し
た
。
ス
チ
ム

ソ
ン
は
、
も
し
日
本
軍
が

一
時
撤
退
し
た
の
ち
ふ
た
た
び
錦
州
に
向
け
進
撃
を
始
め
る

な
ら
ば
、

ア
メ
リ
カ
国
民
は
九
月
十
八
日
以
来
の
日
本
軍
の
全
軍
事
行
動
は
、

日
本
人
の
生
命
財
産
を
保
護
す
る
た
め
で
は
な
く
、
張
学

占

良
の
軍
隊
を
潰
滅
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
と
明
白
に
認
識
す
る
で
あ
ろ
う
と
指
摘
し
、
九
箇
国
条
約
、
不
戦
条
約
へ

の
違
反
は
あ

き
ら
か
で
あ
る
と
警
告
し
た
。

出
淵
が
幣
原
の
窮
境
を
訴
え
た
の
に
対
し
て
も
、
ス
チ
ム
ソ
ン
は
、
自
国
の
領
土
か
ら
、
自
国
の
軍
隊
を
撒
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退
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
中
国
政
府
の
苦
悩
は
幣
原
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
重
大
で
あ
る
と
語
っ
た
。

ス
チ
ム
ソ
ン
は
出
淵
が
、
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ア
メ
リ
カ
が
中
国
軍
の
撤
退
実
行
を
中
国
に
勧
告
す
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
の
を
推
察
し
た
が
、
困
難
と
し
か
答
え
な
か
っ
弘
）

ジ
ョ
ン
ソ
ン
公
使
も
南
京
か
ら
、
現
在
米
・
英
・
仏
三
国
が
連
盟
理
事
会
の
依
頼
で
中
国
軍
の
撤
退
を
勧
告
す
る
よ
う
な
措
置
を
と
る

の
は
、
き
わ
め
て
危
険
で
あ
り
、
中
国
の
世
論
が
激
昂
し
て
い
る
状
況
で
三
国
の
勧
告
が
な
さ
れ
れ
ば
、
国
民
政
府
に
加
え
ら
れ
て
い
る

（
お
）

非
難
は
一
転
し
て
三
国
に
集
中
す
る
と
警
告
し
た
。

小
凌
河
を
日
本
が
中
立
地
帯
の
東
部
境
界
績
と
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
ス
チ
ム
ソ
ン
は
、
「
地
図
に
よ
り
み
る
に
、
錦
州

は
同
河
の
傍
に
在
り
、
日
本
側
に
於
て
軍
事
行
動
を
留
保
し
居
る
地
域
如
何
に
も
広
大
な
る
が
如
し
、
支
那
を
し
て
錦
州
、
山
海
関
の
撤

兵
を
実
行
せ
し
め
た
る
上
、
日
本
に
於
て
此
の
広
大
な
る
地
域
に
於
て
そ
の
裁
量
に
依
り
自
由
に
軍
事
行
動
を
行
は
る
る
が
如
き
は
如
何

（

m
u
v
 

に
も
無
理
」
と
出
淵
大
使
に
語
り
、
万
一
日
本
軍
が
錦
州
を
攻
略
す
る
な
ら
ば
、
自
分
は
も
は
や
ア
メ
リ
カ
の
国
論
を
抑
え
る
こ
と
は
不

可
能
だ
と
警
告
を
与
え
た
。

た
し
か
に
ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
対
日
世
論
は
急
激
に
悪
化
し
つ
つ
あ
っ
た
。
十
一
月
二
十
四
日
、
四
十
余
の
平
和
団
体
代
表
者
は
フ
l

パ
l
大
統
領
に
面
会
を
求
め
満
州
事
変
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の
立
場
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
ア
メ
リ
カ
と
日
中
両
国
間
に
か
わ
さ
れ
た

一
切
の
外
交
文
書
の
公
表
や
、
パ
リ
に
出
張
し
連
盟
対
策
に
従
事
し
て
い
る
ド

l
ズ

（ゎ・。・

umd司
巾
印
）
駐
英
大
使
の
理
事
会
出
席
を
要

求
す
る
決
議
を
提
出
し
、
ま
た
対
日
経
，
済
制
裁
の
実
施
を
主
張
す
る
声
も
昂
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。

連
盟
理
事
会
や
ワ
シ
ン
ト
ン
で
、
日
本
の
中
立
地
域
の
東
部
線
が
論
議
さ
れ
て
い
る
と
き
、
十
二
月
七
日
早
く
も
陸
軍
は
事
実
上
関
東

軍
の
錦
州
攻
撃
を
容
認
す
る
指
示
を
出
し
て
い
る
の
は
、
注
目
さ
れ
る
。
南
陸
相
は
同
日
、
外
務
省
と
打
ち
合
せ
た
結
果
と
し
て
、
本
庄

（
却
）

次
の
よ
う
な
指
示
を
発
し
た
。

関
東
軍
司
令
官
に
、

遼
西
地
方
で
は
、

臣
賊
や
馬
賊
と
、

張
学
良
軍
と
の
聞
が
声
息
相
通
じ
て
い
る
の

で
、
日
本
軍
が
匠
賊
討
伐
を
実
施
す
る
時
は
張
学
良
軍
と
衝
突
す
る
虞
れ
が
強
い
、
偶
々
中
国
側
が
錦
州
・
山
海
聞
の
中
立
地
域
案
を
提

案
し
た
の
で
乙
れ
に
同
意
し
、
日
本
は
一
時
匪
賊
討
伐
を
中
止
し
た
が
、
中
国
側
の
誠
意
は
日
本
の
期
待
に
副
わ
な
か
っ
た
と
経
過
を
述

「
而
も
此
間
遼
河
東
西
一
帯
の
馬
賊
の
活
動
日
に
益
々
蛾
烈
と
な
れ
る
を
以
て
滋
に
帝
国
箪
は
軍
自
体
の
安
固
と
在
満
帝
国
臣

ベ
た
上
、

（史14)372 
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民
の
安
全
弦
満
州
の
全
般
的
治
安
維
持
の
為
に
多
大
の
犠
牲
を
覚
悟
し
己
む
を
得
す
之
が
討
伐
を
実
施
せ
ぎ
る
べ
か
ら
ざ
る
に
至
れ
り
、

即
ち
帝
国
軍
這
次
の
行
動
は
一
に
支
那
側
の
不
誠
意
に
基
き
余
儀
な
く
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
掃
蕩
の
進
む
に
従
ひ
万
一
兵
匪
馬
賊
の

関
連
あ
る
支
那
軍
と
の
衝
突
を
惹
起
し
或
は
日
支
両
軍
相
接
す
る
に
万
り
不
統
制
な
る
支
那
軍
の
挑
発
に
依
り
彼
我
の
交
戦
を
誘
致
す
る

が
如
き
慮
な
き
に
あ
ら
さ
る
も
是
素
よ
り
帝
国
の
好
ま
さ
る
と
こ
ろ
而
も
誠
に
己
む
を
得
さ
る
と
こ
ろ
な
り
」
。

と
説
明
し
た
。
長
文
の

引
用
と
な
っ
た
が
、
要
す
る
に
匪
賊
討
伐
が
、
中
国
軍
（
張
学
良
軍
）
と
の
衝
突
と
な
り
、
そ
れ
が
錦
州
占
領
と
発
展
し
て
も
己
む
を
得

な
い
の
で
あ
っ
て
、
日
本
側
の
責
任
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
十
二
月
十
日
、
連
盟
理
事
会
は
、
満
州
の
み
な
ら
ず
全
中
国
の
状
況

を
視
察
し
て
連
盟
に
報
告
す
る
た
め
の
調
査
団
派
遣
を
満
場
一
致
で
決
議
し
閉
会
し
た
。
そ
の
際
、
芳
沢
代
表
は
、
乙
の
決
議
は
日
本
軍

が
匪
賊
、
不
運
分
子
に
対
す
る
必
要
な
行
動
を
と
る
乙
と
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
留
保
を
行
な
っ
た
。
こ
の
匪
賊
討
伐
権
に
関
す

る
日
本
の
留
保
が
、
関
東
軍
の
錦
州
攻
略
の
た
め
の
予
備
工
作
と
み
ら
れ
で
も
己
む
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

連
盟
理
事
会
の
閉
会
を
待
つ
よ
う
に
し
て
若
槻
内
閣
は
閣
内
不
一
致
の
た
め
十
二
月
十
三
日
総
辞
職
し
、
こ
こ
に
い
わ
ゆ
る
幣
原
外
交

も
文
字
通
り
終
需
を
見
た
の
で
あ
る
。
関
東
軍
は
錦
州
攻
略
の
準
備
を
整
え
た
上
、
二
十
四
日
行
動
を
お
こ
し
、
翌

一
九
三
二
年
一
月
三

日
、
中
国
軍
が
す
で
に
全
面
的
に
撤
退
し
た
あ
と
の
錦
州
を
占
領
し
、
中
国
は
満
州
に
お
け
る
最
後
の
拠
点
を
喪
失
す
る
に
い
た
っ
た
。

四

領（白井）

小
稿
は
、

一
九
コ
二
年
十
一
月
下
旬
よ
り
十
二
月
十
三
日
若
槻
内
閣
が
総
辞
職
し
、
幣
原
外
交
の
終
吉
す
る
ま
で
の
期
間
、
と
く
に
日

本
軍
の
錦
州
攻
撃
を
中
心
に
し
て
組
描
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
聞
の
幣
原
外
相
の
最
大
の
課
題
は
、
連
盟
理
事
会
に
よ
る
現
地
中
国

へ
の
調
査
団
派
遣
問
題
で
あ
っ
た
。
日
本
は
こ
の
調
査
固
に
、
単
に
満
州
事
変
の
直
接
的
原
因
に
と
ど
ま
ら
ず
、
全
中
国
の
現
状
が
、
近

代
国
家
と
し
て
国
際
法
の
適
用
を
受
け
る
に
相
応
し
い
か
否
か
を
検
討
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
中
国
政
府
の
治
安
維
持
能
力
、
排
外
ボ
イ
コ
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錦

ッ
ト
の
問
題
等
、
列
国
が
共
通
に
関
心
を
も
っ
て
い
る
点
に
調
査
を
集
中
さ
せ
、
中
国
の
現
状
が
、
国
際
連
盟
規
約
、
九
筒
国
条
約
等
の
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適
用
を
受
け
る
の
に
疑
問
が
あ
る
と
の
結
論
を
ひ
き
だ
し
、
日
本
の
軍
事
行
動
を
正
当
化
す
る
に
役
立
た
せ
た
い
と
い
う
の
が
、
日
本
の

調
査
団
に
対
す
る
期
待
で
あ
っ
た
。
勿
論
同
時
に
、
調
査
の
進
行
中
、
そ
れ
は
数
箇
月
か
か
る
と
予
想
さ
れ
た
が
、
国
際
連
盟
や
ア
メ
リ

カ
な
ど
の
干
渉
が
遠
の
き
、
そ
の
聞
に
既
成
事
実
を
さ
ら
に
確
保
す
る
と
い
う
狙
い
も
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
別
稿

を
参
照
あ
り
た
い
が
、

（史16)374 

本
稿
は
錦
州
問
題
に
か
ぎ
っ
て
側
面
か
ら
一
考
察
を
試
み
ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
、
三
の
点
ぞ
注
目
し
た

し、。
第
一
に
は
、
白
鳥
情
報
部
長
の
行
動
が
示
す
よ
う
に
外
務
省
内
部
に
幣
原
外
交
へ
の
不
満
が
あ
る
程
度
醸
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
で

つ
ま
り
半
年
後
に
、
関
東
軍
と
積
極
的
に
協
力
し
た
内
田
（
康
哉
）
満
鉄
総
裁
を
外
務
大
臣
（
斎
藤
内
閣
）
と
し
て
迎
え
る
素
地

が
外
務
省
内
部
に
あ
り
、
幣
原
外
交
の
現
実
適
応
性
に
つ
い
て
疑
問
が
芽
生
え
つ
つ
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
第
こ
に
は
、
幣
原
外
交

の
存
在
が
次
第
に
外
部
に
対
し
軍
部
の
軍
事
行
動
を
弥
縫
し
、
あ
る
い
は
遮
蔽
す
る
と
い
う
、
幣
原
の
意
図
と
は
逆
の
効
果
を
も
ち
初
め

て
き
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
幣
原
よ
り
も
な
お
圏
内
情
勢
に
う
と
い
出
淵
駐
米
大
使
の
果
し
た
役
割
も
ま
た
そ
れ
に
近
か
っ
た
。
出
淵
が

真
率
で
あ
れ
ば
あ
る
程
、
甲
車
の
露
骨
な
行
動
へ
の
ア
メ
リ
カ
の
干
渉
を
軟
化
さ
せ
る
と
い
う
効
果
を
出
淵
の
言
動
は
も
っ
た
。
幣
原
に
対

あ
る
。

す
る
ア
メ
リ
カ
そ
の
他
の
期
待
が
、
軍
部
の
行
動
の
一
種
の
遮
蔽
幕
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
現
実
も
ま
た
無
視
し
難
い
事
実
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。

駐

（1
）（
2
）
「
満
州
事
変
に
於
け
る
箪
の
統
帥
」
現
代
史
資
料

「続
満
州
事
変
」
四
O
二
・
四
O
四
頁
。

（
3
）
「
満
州
事
変
機
密
政
略
日
誌
」
現
代
史
資
料
「
満
州
事
変
」
二
二
七
頁
。

（4
）
十
一
月
二
十
五
日
発
、
桑
島
総
領
事
よ
り
幣
原
外
相
宛
六
六
四
号
（
外
務
省
文
書
）
。

（5
）
本
圧
繁
著
「
本
庄
日
記
」
四
六
頁
。

（6
）（
7
）
前
掲
「
続
満
州
事
変
」
四
二
四
頁
。

（8
）
同
右
四
二
五
真
。

（
9
）
前
掲
「
満
州
事
変
」
二
八
O
頁。
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